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１．はじめに

安威川ダムは、大阪湾に注ぐ一級河川淀川の支川で
ある安威川（流域面積163km2、河川延長32km）の上
流部に位置するロックフィルダム形式の多目的ダムで
ある。安威川ダムは洪水調節、既得取水の安定化及び
河川環境の保全を目的とする事業であり、令和5年9月
より供用開始されている。安威川ダムと貯水池の諸元
は、堤高76.5m、堤長337.5m、湛水面積81ha及び総貯
水容量1,800万m3であり、大阪府が事業を進めている。

安威川上流域ではしばしば白濁水の流出が確認され
ており、出水時（流量が多いとき）に白濁水が発生す
ることは大きな問題ではないが、雨天時の流量がそれ
ほど大きくない場合に白濁水が発生しており、安威川
ダムの上流域にある複数の砕石場による可能性が考え
られる。

本稿では、安威川上流域における白濁水の発生状況
を整理し、白濁水が発生する場合の雨量、日数の推定
などにより、雨量と濁水発生の関係解析を行った結果
について報告する。

2．安威川ダム上流域における白濁水の現況

安威川ダム上流域に設定した水質調査地点である安
威川上流端では、平成27年以降、定期水質調査（低水
時）としてSS、濁度、流量が年間12回測定されている。
また、平成26年以降、同様に安威川上流端において、
高水時水質調査として、SS、濁度、流量が測定され
ている。

これらの定期水質調査及び高水時水質調査の結果は
表-2に示すとおりであり、調査結果の他に調査日の
SS負荷量、見山雨量観測所の最大時間雨量（以降、日
最大時間雨量）及び白濁状況の判定を整理した。SS負
荷量は、流量×SS値により算出した。また、白濁状
況の判定は、安威川上流端における定期水質調査、高
水時水質調査の写真を用いて、表-1に示す白濁判定
の事例にしたがい行った。
表-2に示すとおり、低水時の安威川上流端のSS負荷

量は最大で240.6g/sであり、この時のSSは130.0mg/
L、濁度は130.0度、流量は1.85m3/sであった。高水時
の安威川上流端のSS負荷量は最大で255,867.0g/sであ
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り、この時のSSは1,700.0mg/L、濁度は450.0度、流
量は150.51m3/sであった。

安威川上流端のSSと流量の相関グラフを確認する
と図-2に示すとおりであり、流量が概ね5m3/s以上の
場合に濁りが発生していた一方で、流量が0.3 〜 3m3/
sの比較的流量が小さい場合にも白濁（やや白濁〜白
濁）が発生していたことが確認された。

そこで、図-2の安威川上流端の白濁判定と流量を
もとに、「透明」、「やや白濁」、「白濁」、「濁り」の各
区分における流量範囲を整理すると、図-3に示すと
おりとなる。安威川上流端の流量が、平均値±標準偏
差の範囲で0.42〜1.87m3/sにある時に「やや白濁」、0.56
〜 2.20m3/sにある時に「白濁」と判定された。

このように、安威川ダムでは、ある流量範囲で白濁
水が発生しており、流量と白濁水の発生条件は把握で

きるものの、発生日数などの頻度との関係については、
流量の連続観測をしていないため把握が難しい。そこ
で、本稿では、流量の代わりに雨量を用いて、雨量と

安威川上流端

上流域１ 

砕石場

見山雨量観測所 

砂防堰堤

上流域２ 

車作大橋 

図-1 調査地点位置図

表-1 白濁状況の判定

流量0.3～3m3/sの比較的流
量が小さい場合に 
やや白濁～白濁 

0.3 3 

図-2 安威川上流端の流量とSSの相関図
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流量 SS SS負荷量 濁度

(m3/s) )h/mm()度()s/g()L/gm(

0明透8.18.60.417.140.80.72H

6濁白0.0316.0420.03158.113.80.72H

0明透7.13.10.192.182.90.72H

0明透3.15.00.174.051.01.72H

H27.11.16 1.07 3.0 3.2 5.1 やや白濁 0

H27.12.14 1.72 3.0 5.2 4.7 やや白濁 0

0明透2.15.00.184.080.10.82H

H28.02.01 1.73 4.0 6.9 4.6 やや白濁 0

0濁白0.316.50.807.010.30.82H

0明透5.31.60.610.132.50.82H

H28.06.10 0.90 2.0 1.8 1.5 やや白濁 0

8濁白3.52.3010.6442.272.60.82H

H28.07.20 0.73 3.0 2.2 3.9 やや白濁 0

0明透0.24.00.104.080.80.82H

6明透8.13.10.266.060.90.82H

0明透2.01.20.260.131.01.82H

3明透2.16.00.195.040.11.82H

0明透8.32.10.206.020.21.82H

0明透8.13.05.056.060.10.92H

1濁白6.71.80.761.160.20.92H

0明透2.25.20.426.070.30.92H

0明透2.20.10.225.003.50.92H

0明透5.19.00.254.061.60.92H

2明透9.21.10.255.092.60.92H

H29.07.14 1.25 6.0 7.5 3.6 やや白濁 0

6濁白6.31.50.846.082.70.92H

H29.08.30 0.83 1.0 0.8 2.2 やや白濁 0

0明透9.18.00.177.092.90.92H

H29.11.01 2.62 2.0 5.2 3.8 やや白濁 0

0明透2.03.05.095.003.11.92H

0明透9.23.00.153.012.21.92H

0明透0.21.10.255.003.10.92H

2明透8.04.00.114.082.20.03H

H30.04.27 2.22 3.0 6.6 4.3 やや白濁 0

H30.05.28 0.52 3.0 1.6 4.1 やや白濁 0

0明透3.39.20.234.152.60.03H

0明透0.11.10.131.152.70.03H

0明透3.12.10.132.192.80.03H

0明透6.18.05.045.181.90.03H

0明透6.08.10.219.022.01.03H

H30.11.21 0.44 7.0 3.1 2.9 やや白濁 0

0明透6.23.00.143.001.21.03H

1明透0.21.05.003.051.10.13H

H31.02.05 0.33 1.0 0.3 3.4 やや白濁 0

0濁白0.726.60.4174.010.30.13H

2濁白0.427.70.3195.072.40.13H

R01.05.27 0.40 2.0 0.8 2.2 やや白濁 0

R01.06.24 0.44 3.0 1.3 2.0 やや白濁 0

0濁白0.011.420.0114.292.70.10R

0濁白6.55.40.272.262.80.10R

0明透6.13.10.162.103.90.10R

R01.10.28 2.57 2.0 5.1 3.9 やや白濁 0

0明透9.13.10.143.152.11.10R

0明透4.16.00.156.061.21.10R

R02.01.10 1.19 3.0 3.6 3.7 やや白濁 0

0明透1.14.05.008.060.20.20R

R02.03.02 0.77 3.0 2.3 4.7 やや白濁 0

R02.04.22 1.11 5.0 5.5 4.8 やや白濁 0

0明透9.17.00.117.041.50.20R

0濁白6.32.110.542.222.60.20R

R02.07.21 2.02 2.0 4.0 3.1 やや白濁 0

0明透2.25.20.252.171.80.20R

0明透7.10.30.447.051.90.20R

0明透7.16.00.126.012.01.20R

0明透8.11.20.230.121.11.20R

0明透7.04.00.193.071.21.20R

R03.01.15 0.50 3.0 1.5 1.7 やや白濁 0

0明透8.04.10.286.091.20.30R

0明透1.20.20.405.010.30.30R

0明透4.19.00.274.030.90.20R

R02.09.07 0.72 7.0 5.0 3.1 やや白濁 6

3濁白0.248.010.9175.001.90.20R

5り濁0.126.5110.7282.432.01.20R

61り濁0.0822.787120.09884.4290.80.62H

84り濁0.0528.588910.09628.8290.80.62H

41り濁0.673.24020.03117.5190.80.62H

0り濁0.0540.7685520.007115.05101.80.62H

0り濁0.0815.451210.07358.2301.80.62H

0り濁0.0118.3850.04171.431.01.62H

41り濁0.0414.06440.07225.6131.01.62H

0り濁0.723.0120.0310.741.01.62H

0り濁0.0116.21860.03226.9292.80.82H

6り濁0.277.09260.03193.8403.80.82H

6り濁0.463.58520.1914.8203.80.82H

03り濁0.0060.907170.001191.5602.90.82H

03り濁0.0750.6808010.001162.8902.90.82H

03り濁0.0037.076160.03698.7902.90.82H

2り濁0.763.70150.01134.6432.01.92H

2り濁0.951.07530.8934.6332.01.92H

2り濁0.456.35420.2976.6232.01.92H

81り濁0.615.63210.6488.6282.80.10R

81り濁0.513.0370.3331.2282.80.10R

81り濁8.98.0640.0240.3282.80.10R

（注）SSの分析結果が定量下限値1mg/L未満の場合は、0.5mg/Lとして扱った。

見山_日最大
時間雨量

採水日 白濁判定

H27

年度 区分

安威川上流端

R1

濁度・流速
調査

R2

R2

低水時
調査

H28

H29

H30

R1

H26

H28

H29

高水時
調査

表-2 安威川ダム上流域の水質調査結果
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濁水発生の関係解析により白濁水の発生条件、頻度等
のメカニズムを把握することとした。

3．白濁水発生のメカニズム

（1）解析方法
雨量と濁水の関係解析のため、はじめに白濁水が発

生する条件について整理する。
白濁水が発生する条件は、表-2の安威川上流端に

おける白濁状況の判定をもとに、濁度範囲ごとの「透
明」、「やや白濁」、「白濁」、「濁り」の発生回数の分布
から、白濁水の対象となる濁度範囲を整理した。

次に、見山雨量観測所（図-1参照）の日最大時間雨
量（1日のうちで最大となる時間雨量）と安威川上流
端の濁度の相関より、白濁水の対象となる雨量を整理
した。

最後に、見山雨量観測所の10年間（平成23年〜令
和2年）の日最大時間雨量について年間発生日数を集
計し、雨量と白濁水発生の関係解析として白濁水の対
象となる濁度をとる場合の雨量の発生頻度（日数）を
整理した。

（2）雨量と濁水発生の関係解析の結果
白濁水が発生する条件は、図-4に示す白濁水の発

生回数の分布より濁度が3 〜 5度で「やや白濁」の頻
度が多く、濁度が5 〜 14度で「白濁」の頻度が多くなり、
濁度が14度以上になると、出水による茶色の濁りの
頻度が多くなっていた。これらのことより、白濁水の
対象となる濁度は、3 〜 14度が適切と考えられる。

次いで、白濁水の対象となる濁度範囲に相当する雨
量は、日最大時間雨量と安威川上流端の濁度の相関よ
り、図-5に示すとおりとなる。「やや白濁」の濁度3
〜 5度、「白濁」の濁度5 〜 14度に相当する日最大時
間雨量は、それぞれ0.8 〜 1.3mm、1.3 〜 3.5mmとなる。

このことから白濁水の対象となる雨量は、0.8 〜 3.5mm
と考えられる。

最後に、見山雨量観測所における日最大時間雨量の
10年分の年間発生日数及びその割合（10 ヶ年の平均
値）は、図-6〜図-7に示すとおりである。

1年間で日最大時間雨量0mmとなるのは67%（10年
間延べ日数で2,443日）であり、1mm以上となるのは
33%（10年間延べ日数で1,210日）であった。日最大時
間雨量1mm以上のうち1 〜 3mmは、61 %（10年間延
べ日数で740日）であった。また、日最大時間雨量と
その年間発生日数の累積との相関は、図 8に示すとお
りとなる。図 5で求めた白濁水の対象となる日最大時
間雨量0.8 〜 1.3mm、1.3 〜 3.5mmに相当する年間発
生日数はそれぞれ14日、35日となる。

以上のことから、白濁水の対象となる濁度範囲、相
当雨量及び年間発生日数は、表-3のとおり整理され
る。

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

透明 やや白濁 白濁 濁り

安
威

川
上

流
端

流
量

（
m

3
/
s
）

最大値：150.51

最大値

最小値

平均値

標準偏差

標準偏差

0.42 
m3/s 

1.87 
m3/s 

2.20 
m3/s 

0.56 
m3/s 
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3）白濁水軽減の可能性について
安威川ダム上流の各地点の状況や濁度の変化によ

り、白濁水が軽減される可能性について確認した。
令和2年の濁度・流速調査における安威川ダム上流

域の砕石場の上下流及び安威川ダム上流端（図-1、表
-2参照）のSS及び流量を、表-4、図-10〜図-13に示す。

上流域1から上流域2にかけてはSSが増加していた。
一方で、砕石場下流から安威川ダム上流端にかけては
SSが減少しており、この間にある砂防堰堤や流路途
中での流砂の捕捉による白濁水のろ過効果と考えられ
た。実際に、砂防堰堤の上流側には堆砂が見られる（図
-14参照）。ただし、10月23日のように流量が多い場
合は、砕石場下流から安威川ダム上流端にかけてSS
は増加しており、白濁水が砂防堰堤を越流するためと
考えられた。
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表-3 白濁水の年間発生日数

図-8 日最大時間雨量と年間発生日数の相関

※水位は車作大橋、降水量は見山雨量観測所の値を使用。 
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SS
(mg/L)

流量
（m3/s）

SS
(mg/L)

流量
（m3/s）

SS
(mg/L)

流量
（m3/s）

SS
(mg/L)

流量
（m3/s）

上流域１ 1 0.32 5 1.28 3 1.08 28 4.60
上流域２ 5 0.78 14 0.94 40 0.30 24 3.20

安威川上流端 2 0.47 7 0.72 19 0.57 27 4.28
車作大橋 1 1.09 6 2.00 13 0.96 30 5.73

日32月01日3月9 9月10日9月7日
地点

表-4 安威川ダム上流域のSS （令和2年）

0

1

2

3

4

5

6

7

0

10

20

30

40

上流域１ 上流域２ 安威川上流端 車作大橋

流
量
（

m
3/

s）

SS
(m

g/
L)

9月3日 SS(mg/L)

流量（m3/s）

SSが砂防堰堤により

ろ過（捕捉）されている

砂防堰堤

）流下（）流上（

0

1

2

3

4

5

6

7

0

10

20

30

40

上流域１ 上流域２ 安威川上流端 車作大橋

流
量
（

m
3/

s）

SS
(m

g/
L)

9月10日
SS(mg/L)

流量（m3/s）

SSが砂防堰堤により

ろ過（捕捉）されている

砂防堰堤

）流下（）流上（

0

1

2

3

4

5

6

7

0

10

20

30

40

上流域１ 上流域２ 安威川上流端 車作大橋

流
量
（

m
3/

s）

SS
(m

g/
L)

9月7日
SS(mg/L)

流量（m3/s）

砂防堰堤

SSが砂防堰堤により

ろ過（捕捉）されている

）流下（）流上（

0

1

2

3

4

5

6

7

0

10

20

30

40

上流域１ 上流域２ 安威川上流端 車作大橋

流
量
（

m
3/

s）

SS
(m

g/
L)

10月23日
SS(mg/L)

流量（m3/s）

SSが増加

している

砂防堰堤

）流下（）流上（

砂防堰堤 

砂防堰堤の上流側
で流砂が捕捉 
されている 堆砂 

図-10 安威川ダム上流域のSS（令和2年9月3日）

図-12 安威川ダム上流域のSS（令和2年9月10日）

図-14 砂防堰堤上流での流砂捕捉

図-11 安威川ダム上流域のSS（令和2年9月7日）

図-13 安威川ダム上流域のSS（令和2年10月23日）

図-15 ダム流入部の堆砂の様子
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よって流量が小さい場合には、ダム流入末端に形成
される、堆砂（砂州・マウンド）や河床材料によって
流砂が捕捉され白濁水が軽減できる可能性がある（図
-15参照）。

6．おわりに

一般的に、水環境の環境影響評価では、負荷量と流
量との相関式が用いられるが、安威川上流域では流量
の連続観測を行っていないため、本稿では流量の代わ
りに雨量との相関により解析、評価を行った。このよ
うな実績は、今後のダム建設事業の環境影響評価にお
いて一事例になるものと考えられる。
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